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３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
24
日

ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
、
町
長
が
初
の
新
年
度
予
算

の
大
綱
と
施
政
方
針
「
新
た
な
第
一
歩
、

発
展
の
礎
を
築
く
た
め
の
予
算
」
と
位
置

付
け
、
未
来
を
見
据
え
た
新
駅
設
置
と
、

相
見
区
画
整
理
事
業
な
ど
も
引
き
続
き
す

す
め
、「
確
か
な
力
で
心
の
か
よ
う
幸
せ
な

ま
ち
を
目
指
し
て
」
と
、
町
政
の
基
本
的

な
考
え
を
表
明
。

　

平
成
23
年
度
の
９
会
計
の
当
初
予
算
を

は
じ
め
、
平
成
22
年
度
の
補
正
予
算
、
人

事
案
件
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
24
件
が

上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
陳
情
１
件
を
審
議
し
、
不

採
択
と
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
予
算
審
議
は
、
予
算
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
６
議
員
が
町
政
全
般

に
わ
た
り
厳
し
く
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。
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算
の
規
模
は
、
一
般
会
計

を
は
じ
め
と
す
る
、
７
つ

の
特
別
会
計
な
ら
び
に
水
道
事

業
会
計
合
わ
せ
て
２
３
２
億
２

８
９
３
万
円
と
な
り
、
前
年
度

に
対
し
28
億
１
７
２
０
万
円
、

13
・
８
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

般
会
計
は
、
総
額
１
５
４

億
２
０
０
０
万
円
で
、
前

年
度
に
対
し
、
27
億
８
０
０
０

万
円
増
額
（
22
％
増
）、
新
駅

負
担
金
・
自
由
通
路
設
置
委
託

料
、
新
駅
周
辺
開
発
な
ど
が
本

格
化
し
過
去
最
大
と
な
り
ま
し

た
。

税
の
総
額
は
、
70
億
２
５

４
０
万
円
で
、
前
年
度
に

対
し
７
４
３
７
万
円
の
増
。

　

個
人
町
民
税
は
、
政
府
の
経

済
対
策
な
ど
に
よ
り
19
億
９
２

０
０
万
円
。
法
人
町
民
税
は
、

最
悪
期
か
ら
の
脱
却
に
よ
り
２

億
円
と
し
、
前
年
度
と
比
較
し

町
民
税
全
体
で
は
、
２
億
９
８

５
０
万
円
（
15
・
８
％
）
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

出
の
主
な
も
の
は
、
新
駅

及
び
自
由
通
路
設
置
、
新

駅
周
辺
開
発
、
は
し
ご
自
動
車

更
新
、
坂
崎
野
場
１
号
線
な
ど

の
改
良
で
39
億
１
０
９
１
万
円
。

　

借
入
金
は
、
町
税
の
減
収

を
補
て
ん
す
る
臨
時
財
政
対

策
債
２
億
円
を
含
め
、
総
額

７
億
３
５
０
０
万
円
。

別
会
計
の
主
な
も
の
は
、

幸
田
駅
前
土
地
区
画
整
理

事
業
で
、
主
に
建
物
移
転
の
補

償
で
４
億
８
２
９
５
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

一般会計予算の割合

民生費
26.3％

総務費
25.5％土木費

11.9％

【歳出】 【歳入】

教育費
10.3％

公債費（借金返済）
  7.8％

衛生費
    7.1％

消防費 4.6%

農林水産業費 3.1%

議会費 1.1%
労働費 1.1%
商工費 1.0%

災害復旧費 0.0%
諸支出費 0.0%
予備費 0.2%

町税
45.6％

国庫支出金
　20.6％

繰入金
12.6％

町債（借金） 4.8％

県支出金 4.2%

諸収入 2.9%

地方消費税交付金 2.3%

繰越金 1.9%

使用料及び手数料 1.6%

分担金及び負担金 1.2% 地方特例交付金 0.6%

地方譲与税 0.9%

その他 0.8%

（使いみち） （財　源）

予
算
の
内
容

予一町

歳特
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はしご
　自動車（30m級）他
　　　　　　　　　　　どこまで届くの。

　　　　　　　　　　　10階くらいまでよ。

保育園の完全空調化
　　いつまでにつけるの。

　　今年の夏に間に合うよ。

電動アシスト自転車販売助成
　　補助金はいくら。

　　購入費の1/3で、2万円までよ。

農業・商工業活性化支援
　　　 　　どういう人がもらえるの。

　　 　　　新しく事業を始める人に50万円までよ。
防犯カメラ設置
　　どこに何台。

　　新駅に2台つくよ。

事業仕分け
　　いつどこでやるの。

　　７月23日（土）町民会館

　　　　24日（日）中央公民館よ。　　　　24日（日）中央公民館よ。　　　　24日（日）中央公民館よ。　　　　24日（日）中央公民館よ。　　　　24日（日）中央公民館よ。　　　　24日（日）中央公民館よ。

生命

子育て

行革

環境 産業

200万円

496万円

1億3650万円

3500万円

100万円

500万円
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子宮頚がん等のワクチン無料接種
　　誰が受けられるの。

　　中学１年生から高校１年生の女子よ。

幸田駅前土地区画整理事業
　　何ができるの。

　　共同ビルに飲食店が入るよ。

中学校教室扇風機設置
　　どこにつくの。

　　普通教室に４台よ。
放課後子ども教室
　　どこの学校。

　　今年は中央小学校で3校目よ。

地域バス2台購入
　　いつから地域バスになるの。

　　来年の春からよ。
防犯カメラ設置
　　どこに何台。

　　新駅に2台つくよ。

防犯
地域

健康

町づくり

教育

2913万円

500万円

1,443万円

200万円

5億9400万円



国
民
健
康
保
険
税

引
き
上
げ

前
納
報
奨
金
の

見
直
し

監
査
委
員
に

羽
根
渕
保
博
氏

を
選
任

23年間ごくろうさま

※
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
と
は

　
　

窒
素
酸
化
物
（
Ｎ
Ｏ
ｘ
）
と
粒
子

状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
）
に
よ
る
大
気
汚

染
を
防
ぐ
た
め
、
大
都
市
地
域
に

規
制
さ
れ
た
法
律
。
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自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
※

の
該
当
車
両
の
た
め
更
新
す
る
。

　

６
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札

契
約
者　

株
式
会
社
モ
リ
タ

テ
ク
ノ
ス
中
部
営
業
部

　

納
期　

平
成
24
年
２
月
15
日

Ｑ　

２
回
目
は
落
札
業
社
以
外

す
べ
て
辞
退
し
た
。
予
定
価

の
た
て
方
に
問
題
な
い
か
。

Ａ　

予
算
の
範
囲
で
設
定
。
予

定
価
に
あ
わ
ず
辞
退
し
た
。

Ｑ　

は
し
ご
の
保
証
期
間
は
。

Ａ　

点
検
の
時
期
で
具
体
的
な

期
間
は
な
い
。
５
年
を
め
ど

に
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
で
安
全

性
を
確
か
め
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

収
入
減
で
所
得
割
が
減
少
す

る
た
め
、
費
用
負
担
の
適
正
化

を
図
る
。

Ｑ　

所
得
割
を
５
・
83
％
か
ら

６
・
６
％
に
引
き
上
げ
る
影

響
額
は
。

Ａ　

医
療
分
と
後
期
高
齢
者
支

援
分
あ
わ
せ
て
、
３
２
０
０

　

万
円
の
増
収
を
見
込
む
。

Ｑ　

所
得
減
が
続
く
な
か
、
引

き
上
げ
は
滞
納
が
増
え
る
。

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
、

負
担
の
軽
減
を
。

Ａ　

前
年
度
よ
り
も
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
を
５
０
０

　

０
万
円
増
や
し
た
。
滞
納
者

は
増
え
る
と
見
込
ん
で
い
る

が
、
滞
納
整
理
に
取
り
組
む
。

（
反
対
２
賛
成
13
で
可
決
）

　

町
県
民
税
は
前
納
報
奨
金

廃
止
。
固
定
資
産
税
及
び
都
市

計
画
税
は
、
１
０
０
分
の
0.5
を

１
０
０
分
の
0.1
に
、
交
付
限
度

額
５
万
円
を
１
万
円
に
引
き
下

げ
。

Ｑ　

廃
止
す
る
理
由
は
。

Ａ　

給
与
や
年
金
は
天
引
き
な

の
で
普
通
徴
収
に
な
り
、
７

割
が
制
度
活
用
で
き
ず
不
公

平
に
な
る
た
め
。

Ｑ　

福
祉
事
業
の
財
源
確
保
と

し
て
い
る
が
、
影
響
額
は
。

Ａ　

２
５
０
０
万
円
で
、
事
業

を
継
続
す
る
た
め
の
財
源
に

あ
て
る
。

（
反
対
２
賛
成
13
で
可
決
）

　

任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
羽

根
渕
保
博
氏
（
71
歳
・
大
草
）

の
選
任
が
提
案
さ
れ
、
こ
れ
に

同
意
し
ま
し
た
。

　

陳
情

　

大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
で
、

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
を

求
め
る
陳
情
書
（
愛
知
県
医
療

介
護
福
祉
労
働
組
合
連
合
会
）

（
反
対
13
賛
成
２
で
不
採
択
）

陳　

情



国からの一括交付金で 
　　　　　基盤整備　 

耐震化工事
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ま
ち
づ
く
り
交
付
金
、
都
市

交
通
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
な
ど

の
国
庫
補
助
金
が
、
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
と
し
て
一
括

交
付
さ
れ
減
額
補
正
し
た
。

　

住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交

付
金
を
活
用
し
、
小
中
学
校
の

図
書
購
入
で
、
翌
年
度
に
繰
越

明
許
費
補
正
し
た
。

　

緊
急
支
援
事
業
と
し
て
、
木

造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助
金
が

上
乗
せ
さ
れ
、２
４
０
万
円（
８

件
分
）
を
追
加
し
た
。

　

将
来
の
財
政
運
営
に
備
え
、

財
政
調
整
基
金
に
８
２
０
０
万

円
を
積
み
立
て
た
。

　

幸
田
駅
前
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
で
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
に
組
み
替
え
す

る
な
ど
、
４
つ
の
特
別
会
計
す

べ
て
減
額
補
正
し
た
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降

の
経
済
不
況
は
、
町
財
政
に

大
き
な
打
撃
と
な
っ
た
。

　

町
税
が
落
ち
込
ん
だ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
新
駅
建
設
、

周
辺
整
備
に
は
30
億
円
も
投

入
す
る
な
ど
、
今
ま
で
に
な

い
予
算
編
成
で
あ
る
。

　

大
型
開
発
に
は
町
税
を
つ

ぎ
込
み
な
が
ら
、
住
民
生
活

に
密
着
し
た
使
用
料
・
手
数

料
の
引
き
上
げ
は
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
負
担
増
を

強
行
し
た
。

　

一
方
、
大
企
業
の
道
路
占

用
料
は
引
き
下
げ
、軽
減
す
る
。

　

長
引
く
不
況
で
く
ら
し
が

大
変
な
と
き
こ
そ
、
福
祉
優

先
の
ま
ち
づ
く
り
に
転
換
す

べ
き
で
あ
る
。

　

新
駅
建
設
な
ど
に
よ
り
約

27
億
円
の
増
加
予
算
と
な
っ

た
。
こ
の
財
源
は
、
国
・
県

の
支
出
金
約
７
億
円
の
上
積

み
努
力
と
、
町
の
基
金
（
貯

金
）
の
取
り
崩
し
約
20
億
円

で
カ
バ
ー
し
た
。

　

歳
出
は
、
保
育
園
の
完
全

空
調
化
、
在
宅
介
護
手
当
の

増
額
な
ど
町
民
要
望
に
応
え
、

公
約
で
あ
る
事
業
仕
分
け
が

盛
り
込
ま
れ
た
。

　

さ
ら
に
制
度
維
持
、
健
全

化
運
営
の
た
め
、
一
般
会
計

か
ら
国
保
会
計
に
繰
り
入
れ

増
額
が
図
ら
れ
た
。

　

町
の
将
来
を
見
据
え
た
平

成
23
年
度
予
算
と
判
断
し
前

向
き
に
評
価
す
る
。

会計区分 補正額 補正後の額

一 般 会 計 ▲1億4706万円 127億3373万円

特　

別　

会　

計

国民健康保険 ▲3583万円 28億8658万円

後 期 高 齢 者 ▲3000万円 2億4143万円

幸田駅前土地
区画整理事業

▲1300万円 4億9076万円

下 水 道 事 業 ▲7680万円 6億7185万円

会計別3月補正予算（▲は減額）

一
般
会
計

特
別
会
計

福
祉
優
先
の
ま
ち
づ
く
り
に
転
換
を

町
長
公
約
の
実
現
に
む
け
て 池

田 

久
男 

議
員

丸
山 

千
代
子 

議
員

賛  

成

反  

対



山本 隆一 議員

幸田駅のホーム
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（２）　
「
こ
う
だ
」
と
「
こ
う

た
・
・
」、
２
つ
の
形
は
混

乱
を
招
く
と
考
え
る
。
名
称

は
Ｊ
Ｒ
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
。

（３）　

以
前
検
討
し
た
経
緯
で

は
、
７
０
０
０
万
円
余
り
の

経
費
で
あ
り
名
称
変
更
は
断

念
し
た
。

 

窓
口
負
担
が

 

高
額
に
な
っ
た
時

　

（１）　

保
険
医
療
の
き
か

な
い
先
進
医
療
費
の
保
険
の

適
用
は
。

（２）　

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
。

（３）　

今
後
の
高
額
医
療
費
で
、

国
・
県
に
対
し
て
い
い
対
策

は
な
い
か
。

 

先
進
医
療
は

   

専
門
家
が
検
証

　

健
康
福
祉
部
長

（１）　

一
般
医
療
保
険
の
適
用
が

で
き
な
い
最
新
・
高
度
な
技

術
は
、
先
進
医
療
と
い
わ
れ

て
い
る
。

　
　

こ
の
保
険
適
用
は
、
安
全

性
と
か
費
用
効
果
な
ど
検
証

さ
れ
、
専
門
会
議
で
検
討
さ

れ
て
い
る
。

（２）　

先
進
医
療
に
よ
る
手
術
を

し
た
場
合
、
入
院
料
は
保
険

適
用
と
な
る
が
、
残
り
は
自

己
負
担
と
な
る
。

（３）　

国
保
連
合
会
や
研
究
会
議

な
ど
で
事
例
報
告
を
し
て
い

く
。

　

Ｊ
Ｒ
と
の
契
約
な
ど
を

問
う
。

（１）　

幸
田
町
と
Ｊ
Ｒ
の
契
約
書

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
、
契
約

金
額
、
完
了
年
月
日
は
。

（２）　

幸
田
町
は
町
内
に
３
つ
駅

が
あ
り
な
が
ら
、
ひ
と
つ

も
正
式
な
「
幸
田
」（
こ
う

た
）
の
名
前
が
な
い
。
今
回

は
、
４７
億
円
も
投
資
を
す
る
。

①
幸
田
相
見
駅　

②
こ
う
た

あ
い
み　

③
北
幸
田
あ
い
み
、

ひ
と
つ
ぐ
ら
い
は
入
れ
る
事

を
検
討
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

（３）　

こ
う
だ
駅
の
名
を
、「
こ

う
た
」
に
す
る
に
は
い
く
ら

か
か
る
の
か
。

　

総
務
部
長　

（１）　

平
成

19
年
３
月
１
日
覚
書
、
同
20

年
10
月
17
日
基
本
協
定
、
同

年
12
月
24
日
工
事
協
定
。
平

成
23
年
度
末
の
開
業
を
目
指

す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

契
約
金
額
は
、
45
億
８
７

　

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

一般質問

新
駅
の
駅
名
に
幸こ

う

田た

を
入
れ
て
は

名
称
は
Ｊ
Ｒ
が
決
め
る

問

答



伊藤 宗次 議員

寄り添って

8平成23年4月26日9 平成23年4月26日

　

町
長
の
施
政
方
針
は
「
確

か
な
力　

心
の
か
よ
う　

幸
せ

な
ま
ち
」
を
め
ざ
し
、
新
駅
に

３０
億
円
注
ぎ
込
む
一
方
で
、
行

革
だ
、
近
隣
市
町
と
の
均
衡

だ
と
、
理
由
な
き
公
共
料
金

３
７
０
０
万
円
値
上
げ
し
、
さ

ら
に
、
町
民
の
収
入
が
減
っ
た

か
ら
、
税
収
も
減
っ
た
か
ら
、

国
保
税
６
０
０
０
万
円
増
税
だ

と
。

　

町
長
就
任
７
カ
月
で
、
住
民

負
担
１
億
円
増
を
押
し
つ
け
る
。

　

福
祉
大
会
で
「
暮
ら
し
を
支

え
る
と
の
挨
拶
に
逆
行
す
る
。」

　

住
民
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
、

生
活
資
金
で
あ
る
財
政
調
整
基

金
３７
億
円
を
活
用
し
、
暮
ら
し

支
援
の
町
政
を
め
ざ
せ
。

　

町
長　

新
駅
の
関
係
で
、

補
助
金
、
基
金
の
取
り
崩
し
に

よ
っ
て
28
億
円
上
乗
せ
に
な
っ

た
。

　

料
金
体
系
は
、
近
隣
と
の
バ

ラ
ン
ス
が
非
常
に
悪
い
。
現
状

厳
し
い
中
で
、
公
共
料
金
を
上

げ
た
と
い
う
の
は
、
残
念
で
あ

る
が
ご
理
解
願
い
た
い
。
そ
の

中
で
、
暮
し
を
支
え
る
在
宅
介

護
手
当
の
増
額
、
子
宮
頚
が
ん

な
ど
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
、
保
育
園
全
て
エ
ア
コ
ン
化
、

地
域
巡
回
バ
ス
の
購
入
、
事
業

仕
分
け
な
ど
新
し
い
取
り
組
み

を
や
っ
て
い
く
中
で
、
中
身
を

精
査
し
て
い
く
。
基
金
の
使
い

方
は
、
い
ろ
ん
な
状
況
を
考
え

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

 

岡
崎
市
と
の
協
議

 

は
対
等
・
平
等
で

　

岡
崎
市
は
、
一
般
廃
棄

物
（
可
燃
ご
み
）
処
理
で
ガ
ス

化
溶
融
炉
を
約
１
４
０
億
円
で

建
設
し
た
。

　

建
設
費
負
担
で
町
は
ど
う
対

応
す
る
。

　

町
は
、
計
画
時
か
ら
応
分
の

負
担
意
思
あ
り
を
岡
崎
市
は
無

視
し
て
き
た
。

　

岡
崎
市
は
、
ご
み
処
理
経
費

を
明
ら
か
に
せ
ず
、
町
に
減
量

化
目
標
と
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
料
金

を
押
し
つ
け
て
い
る
。

　

県
下
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

分
別
、
減
量
、
資
源
化
の
ま
ち
。

　

大
量
焼
却
、
連
続
稼
動
の
ガ

ス
化
溶
融
炉
建
設
費
負
担
は
、

人
口
比
、
持
込
量
比
が
原
則
だ
。

　

岡
崎
市
と
の
協
議
は
対
等
、

平
等
の
原
則
を
つ
ら
ぬ
く
べ
き
。

 

全
く
の
対
等
は

   

考
え
ら
れ
な
い

　

環
境
経
済
部
長　

ご
み

の
減
量
化
を
し
、
適
正
分
別
を

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
中
で

稼
働
し
て
い
く
。
施
策
の
見
直

し
は
考
え
て
い
な
い
。

　

新
規
稼
働
に
向
け
、
ど
う

い
っ
た
負
担
を
す
る
の
か
協
議

を
詰
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

施
設
だ
け
で
な
く
、
必
要
な

も
の
は
、
負
担
し
て
い
く
が
、

そ
れ
が
い
く
ら
に
な
る
か
は
協

議
し
て
い
な
い
。

　

ご
み
量
割
、
人
口
割
な
ど
町

民
の
理
解
を
い
た
だ
け
る
着
地

点
を
探
し
て
い
き
た
い
。

　

全
く
対
等
で
と
い
う
こ
と
は
、

と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。

一般質問

暮らしに寄り添う町政をめざせ問

状況を考え検討答



大嶽　弘 議員

坂崎の里山林

10平成23年4月26日11 平成23年4月26日

　

町
内
の
山
・
川
・
農
地
・

里
山
な
ど
の
自
然
環
境
を
守
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
多
い
。

（１）　

県
の
森
林
環
境
税
は
、
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の

か
。

（２）　

住
民
意
識
に
応
え
る
た
め

ど
の
よ
う
な
環
境
事
業
を
お

こ
な
っ
て
い
る
の
か
。

（３）　

林
道
整
備
で
は
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
お
こ
な
っ
て
い

る
の
か
。

（４）　

環
境
保
全
を
め
ざ
し
、「
里

山
保
全
ア
イ
デ
ア
」
の
一
般

募
集
は
ど
う
か
。

　

経
済
環
境
部
長

（１）　

10
年
計
画
の
「
あ
い
ち
森

と
み
ど
り
づ
く
り
事
業
」
が

あ
る
。
大
草
区
で
里
山
林
建

全
化
整
備
、
相
見
地
区
で
都

市
緑
化
を
お
こ
な
い
、
木
の

香
る
学
校
づ
く
り
で
１
２
５

台
の
木
製
机
を
購
入
し
た
。

（２）　

自
然
観
察
会
な
ど
環
境
保

全
の
意
識
啓
発
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。

（３）　

24
路
線
で
29
キ
ロ
の
林
道

が
あ
り
、
台
風
や
悪
天
候
の

あ
と
で
荒
れ
た
場
合
、
水
切

り
や
土
石
の
除
去
な
ど
の
処

理
を
し
て
い
る
。

（４）　

住
民
意
識
調
査
や
産
業
ま

つ
り
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
に
よ
る
情
報
収
集
を
お
こ

な
っ
て
い
く
。

 

児
童
館
の

     

拡
大
計
画
は

　

少
子
化
対
策
の
取
り
組

み
と
し
て
本
町
で
は
３
つ
の
重

点
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

（１）　

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
は
。

（２）　

子
ど
も
権
利
条
例
は
。

（３）　

発
育
・
発
達
相
談
体
制
の

現
況
は
。

（４）　

町
内
の
児
童
館
（
３
館
）

の
利
用
状
況
と
拡
大
計
画
は
。

（５）　

幸
田
児
童
館
の
内
部
補
修

の
計
画
は
。

（６）　

中
央
公
園
管
理
棟
を
児
童

館
と
し
て
開
放
で
き
な
い
か
。

 

児
童
ク
ラ
ブ
の

 

充
実
す
す
め
る

　

参
事　

（１）　

受
け
入
れ

枠
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

（２）　

住
民
へ
の
周
知
と
、
社
会

全
体
で
子
ど
も
を
守
り
育
て

る
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
る
。

（３）　

親
子
教
室
、
く
れ
よ
ん

ル
ー
ム
、
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
な

ど
で
発
育
・
発
達
相
談
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

（４）　

３
館
の
利
用
は
延
べ

２
万
８
５
５
３
人
。
児
童
館

で
は
な
く
需
要
の
多
い
児
童

ク
ラ
ブ
の
充
実
を
す
す
め
る
。

（５）　

優
先
度
で
修
繕
し
て
い
く

た
め
、
し
ば
ら
く
辛
抱
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

都
市
計
画
課
長

（６）　

都
市
公
園
法
で
児
童
館
は

該
当
し
な
い
た
め
考
え
て
い

な
い
。

一般質問

里
山
保
全
の
意
見
募
集
は

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
情
報
収
集

問

答



大須賀 好夫 議員

桜に囲まれた幸田町役場

相見地区の街なみ

10平成23年4月26日11 平成23年4月26日

　

（１）　

町
政
史
上
最
大
規

模
の
予
算
で
あ
る
。
財
政
調

整
基
金
を
取
り
崩
し
、
償
還

元
金
を
超
え
な
い
起
債
発
行

を
基
本
の
財
源
確
保
は
将
来

の
健
全
財
政
運
営
に
支
障
は

な
い
か
。

（２）　

子
育
て
支
援
、
社
会
保
障
、

福
祉
医
療
は
地
方
負
担
が
ま

す
ま
す
大
幅
増
と
な
る
。
心

配
と
考
え
は
。

（３）　

庁
舎
内
に
行
政
改
革
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
た
が
、
内
容
は
。

（４）　

改
革
の
一
環
で
あ
る
事
業

仕
分
け
の
内
容
と
実
施
時
期

は
。

（５）　

新
駅
開
業
の
経
済
効
果
と

税
収
増
、
将
来
展
望
は
。

（６）　

３
駅
利
用
者
が
分
散
し
、

幸
田
駅
の
快
速
停
車
は
確
保

さ
れ
る
か
。

　

町
長　

（１）　

新
規
の
企

業
誘
致
に
努
め
、
基
金
の
蓄

財
も
考
え
て
い
く
。

　
　

ま
た
、
起
債
抑
制
を
し
、

財
源
に
留
意
し
た
計
画
的
な

事
業
推
進
を
す
る
。
収
支
を

考
え
た
健
全
財
政
に
努
め
て

い
く
。

健
康
福
祉
部
長　

（２）　

子
育
て

支
援
は
、
国
の
動
き
を
み
て

い
く
。
各
種
の
福
祉
対
策
は
、

町
の
実
情
に
合
っ
た
も
の
を

考
え
て
い
く
。

町
長　

（３）　

５
つ
の
専
門
部
会

を
設
け
行
革
に
取
り
組
む
。

（４）　

４
０
０
事
業
の
内
20
事
業

を
対
象
と
し
７
月
23
日
・
24

日
を
計
画
。

総
務
部
長　

（５）　

３
億
４
０
０

　

０
万
円
の
税
収
増
を
見
込
み

「
エ
コ
ま
ち
づ
く
り
」
を
す

す
め
る
。

（６）　

幸
田
駅
の
快
速
停
車
は
、

継
続
す
る
予
定
。

一般質問

予算編成の基本指針は問

起債を抑え健全財政維持答



水野 千代子 議員

放置された空き家

12平成23年4月26日13 平成23年4月26日

　

空
き
家
・
空
き
地
な
ど

放
置
さ
れ
る
と
、
放
火
や
自
然

倒
壊
の
危
険
、
ご
み
の
不
法
投

棄
、
白
ア
リ
の
繁
殖
な
ど
、
衛

生
上
の
問
題
も
懸
念
さ
れ
て
く

る
。

（１）　

空
き
家
・
空
き
地
な
ど
、

危
険
個
所
の
実
態
調
査
を
。

（２）　

通
学
路
な
ど
に
樹
木
が
繁

茂
し
て
い
る
。
整
備
を
。

（３）　

所
有
者
と
し
て
の
責
任
を

明
確
に
す
る
た
め
、「
空
き

家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例
」
の
制
定
を
。

（４）　

経
済
的
な
理
由
で
解
体
で

き
な
い
人
も
い
る
。
空
き
家

の
解
体
に
、
町
独
自
の
助
成

を
。

　

消
防
長　

（１）　

火
災
予

防
条
例
上
の
観
点
か
ら
一
度

調
査
す
る
。
枯
れ
草
の
除
去

は
、
平
成
21
年
で
対
象
物
件

41
件
中
、
未
実
施
は
４
件
。

22
年
度
は
、
14
件
中
３
件
が

未
実
施
。

教
育
部
長　

（２）　

関
係
課
と
調

整
し
、
安
全
な
通
学
路
を
確

保
し
て
い
く
。

総
務
部
長　

（３）　

空
き
家
の
実

態
調
査
を
し
、
必
要
性
の
有

無
を
判
断
し
て
い
く
。

都
市
計
画
課
長　

（４）　

県
下
で

１
市
が
単
独
で
空
き
家
の
除

去
費
を
助
成
し
て
い
る
。
近

隣
の
実
態
を
見
て
今
後
の
、

検
討
課
題
と
す
る
。

 

郷
土
資
料
館
の

 

改
築
計
画
を

　

平
成
１３
年
１２
月
、「
文
化

芸
術
振
興
基
本
法
」
が
成
立
し

て
１０
年
を
迎
え
る
。

　

基
本
法
第
４
条
・
３５
条
で
、

地
方
自
治
体
に
も
文
化
芸
術
振

興
を
す
す
め
る
責
務
が
、
第
１３

条
で
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用

が
示
さ
れ
て
い
る
。

（１）　
「
文
化
芸
術
振
興
計
画
」

の
策
定
を
。

（２）　

文
化
財
の
拠
点
で
あ
る
郷

土
資
料
館
の
案
内
板
と
入
口

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
。

（３）　

季
節
展
示
を
見
た
く
な
る

チ
ラ
シ
と
文
化
財
マ
ッ
プ
の

作
成
を
。

（４）　

郷
土
資
料
館
の
改
築
を
望

む
声
が
多
く
あ
る
。計
画
を
。

 

全
体
的
な
検
討
は

 

し
て
い
き
た
い

　

教
育
部
長　

（１）　

近
隣

市
町
の
状
況
を
み
て
今
後
検

討
す
る
。

（２）　

案
内
板
は
、
次
年
度
以
降

で
対
応
。
案
内
図
を
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
く
。
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
は

十
分
検
討
す
る
。

（３）　

経
費
節
減
で
、
白
黒
の
自

前
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
た
。

　

マ
ッ
プ
は
、
新
た
に
発
見
さ

れ
た
文
化
財
を
、
全
部
調
査

し
て
か
ら
作
成
す
る
。

町
長　

（４）　

改
築
や
収
蔵
場
所

な
ど
全
体
的
に
検
討
す
る
段

階
で
、
委
員
会
を
設
け
て
い

き
た
い
。

一般質問

空
き
家
の
解
体
に
助
成
を

検
討
課
題
と
す
る

問

答



丸山 千代子 議員

捕獲されたイノシシ

12平成23年4月26日13 平成23年4月26日

　

人
口
急
増
に
伴
い
、
わ

し
だ
保
育
園
の
増
改
築
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。

　

３０
年
以
上
経
過
し
た
園
舎
は

今
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

ず
、新
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

幸
田
小
学
校
区
は
、
子
ど
も

が
利
用
で
き
る
施
設
が
な
く
公

園
や
児
童
館
の
要
望
が
多
い
。

　

保
育
園
・
児
童
館
・
中
高
生

の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
、
子
ど

も
の
た
め
の
施
設
を
複
合
的
に

建
設
す
る
考
え
を
問
う
。

（１）　

小
学
生
以
下
の
人
口
動
向

は
。

（２）　

子
ど
も
の
複
合
施
設
建
設

で
子
育
て
支
援
の
充
実
を
。

　

参
事　

（１）　

幸
田
小
学

校
区
で
は
平
成
16
年
が
１
１

　

２
０
人
、
22
年
が
１
４
２
６

人
で
、
３
０
４
人
増
加
し
て

い
る
。
う
ち
、
鷲
田
区
は
２

　

５
２
人
増
加
し
て
い
る
。

町
長　

（２）　

わ
し
だ
保
育
園
は

形
状
的
に
使
い
づ
ら
い
面
も

あ
る
が
、
当
面
、
増
築
し
て

い
く
。

　
　

中
高
生
は
遊
ぶ
機
会
が
少

な
い
と
思
う
。
児
童
館
は
３

館
あ
り
満
し
て
い
る
た
め
、

当
分
箱
物
は
つ
く
ら
な
い
。

　

民
間
の
幼
保
一
体
化
の
施
設

は
す
す
め
て
い
き
た
い
。

 

特
定
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
）

 
対
策
を

　

農
地
な
ど
の
イ
ノ
シ
シ

被
害
が
急
増
し
、
今
年
度
の
捕

獲
が
４７
頭
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
林
業
被

害
を
軽
減
し
、
共
生
し
て
い
く

た
め
に
特
定
鳥
獣
対
策
を
た
て

る
考
え
を
問
う
。

（１）　

捕
獲
状
況
と
被
害
実
態
。

（２）　

捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
処

理
は
。

（３）　

猟
友
会
の
人
数
。

（４）　

狩
猟
免
許
取
得
の
補
助
と

後
継
者
づ
く
り
を
。

（５）　

特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画

を
策
定
し
、
イ
ノ
シ
シ
被
害

を
防
ぐ
対
策
を
。

 

現
段
階
で
は 

 

考
え
て
い
な
い

　

環
境
経
済
部
長

（１）　

平
成
20
年
８
頭
、
21
年
13

頭
、
22
年
47
頭
を
捕
獲
し
て

い
る
。水
田
被
害
が
1.4　

で
、

共
済
の
支
払
い
額
は
74
万
円

に
な
る
。

（２）　

猟
友
会
が
自
家
処
理
し
て

い
る
。

（３）　

岡
崎
猟
友
会
幸
田
支
部
の

会
員
で
11
人
。

（４）　

豊
田
市
が
３
万
円
助
成
し

て
い
る
。
岡
崎
市
は
今
、
検

討
し
て
い
る
の
で
参
考
に
し

て
い
き
た
い
。

（５）　

管
理
区
域
に
入
っ
て
い
な

い
た
め
、
現
段
階
で
は
考
え

て
い
な
い
。

一般質問

ha

保育園の新設でニーズに応えよ問

民間の幼保一体化をすすめる答



常滑市での事業仕分け

現在の斎場
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２
月
１７
日 

協
議
会

　

徹
底
し
て
無
駄
を
省
き
、
行

政
改
革
に
よ
り
財
政
状
況
を
健

全
に
維
持
し
な
が
ら
、
安
定
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
す
る

た
め
。

Ｑ　

会
場
を
町
民
会
舘
と
中
央

公
民
館
に
分
け
た
理
由
は
。

Ａ　

た
く
さ
ん
の
人
に
来
場
し

て
い
た
だ
く
た
め
。

Ｑ　

４
０
０
事
業
を
２０
事
業
に

す
る
流
れ
と
、
そ
の
費
用
は
。

Ａ　

ま
ず
１
５
０
事
業
ま
で
に

し
ぼ
り
込
み
、
外
部
委
員

が
20
事
業
に
す
る
。
総
額
は

４
９
６
万
９
０
０
０
円
で
、

内
２
６
２
万
５
０
０
０
円
は

外
部
委
託
費
で
あ
る
。

交
通
安
全
、
防
犯
、
防
災
は

Ｑ　

青
色
回
転
灯
パ
ト
ロ
ー
ル

車
は
何
台
走
っ
て
い
る
か
。

Ａ　

21
台
で
あ
る
。

Ｑ　

振
込
め
詐
欺
の
件
数
は
。

Ａ　

詐
欺
被
害
は
な
い
が
調
べ

た
い
。

Ｑ　

幸
田
駅
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
犯
罪
の
抑
制
を
。

Ａ　

新
駅
に
２
台
設
置
し
、
順

次
幸
田
・
三
ヶ
根
駅
に
設
置

し
て
い
く
。

２
月
１６
日 

協
議
会

　

蒲
郡
市
と
幸
田
町
の
住
民
が

利
用
す
る
斎
場
の
施
設
が
老
朽

化
し
、
蒲
郡
市
が
、
早
期
に
更

新
が
必
要
と
判
断
、「
基
本
構

想
」
を
策
定
し
た
。
同
時
に
新

斎
場
建
設
・
運
営
を
市
と
町
の

一
部
事
務
組
合
に
移
管
し
て
い

く
方
向
で
協
議
の
申
し
入
れ
が

あ
っ
た
。

Ｑ　

計
画
の
内
容
と
構
想
ま
で

の
経
緯
は
。

Ａ　

現
施
設
を
使
用
し
な
が
ら

新
築
。
平
成
26
年
度
完
成
を

め
ざ
す
。

　
　

蒲
郡
市
で
は
、
９
月
議
会

に
提
案
さ
れ
た
。

Ｑ　

現
在
の
火
葬
料
金
と
建
設

当
時
の
幸
田
町
負
担
は
。

Ａ　

利
用
料
は
４
５
０
０
円
で
、

建
設
費
は
負
担
し
て
い
な
い
。

Ｑ　

今
後
、
建
設
に
向
け
費
用

の
負
担
は
。

Ａ　

負
担
割
合
は
、
蒲
郡
市
と

協
議
を
し
て
い
く
。

斎場改築の　　　　　　
基本構想示される

総　務

産業建設

事
業
仕
分
け
の実

施



3歳児健診

西側の階段付近
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２
月
８
日 
協
議
会

　

平
成
23
年
度
保
育
所
入
所
申

し
込
み
状
況
は
、
４
月
１
日
で

９
８
１
人
、
年
度
途
中
の
予
約

児
童
を
入
れ
る
と
１
０
０
７
人

に
な
り
、
前
年
度
よ
り
増
加
し

て
い
る
。

Ｑ　

社
会
増
で
３
歳
未
満
児
の

希
望
が
増
え
て
い
る
。
受
け

入
れ
で
き
る
か
。

Ａ　

深
溝
・
里
保
育
園
で
17
人

の
受
け
入
れ
が
で
き
る
。

Ｑ　

民
間
企
業
の
保
育
園
と
連

携
し
待
機
児
の
解
消
を
。

Ａ　

50
人
定
員
で
、
現
在
、
保

育
士
３
人
体
制
で
10
人
が
入

所
し
て
い
る
。
調
査
す
る
。

Ｑ　

老
朽
化
し
た
わ
し
だ
保
育

園
は
、
増
築
よ
り
新
し
い
園

で
対
応
を
。

Ａ　

経
費
の
問
題
も
あ
る
。
土

地
に
余
裕
も
あ
り
平
成
25
年

に
増
築
す
る
。

深
溝
松
平
家
御
廟
所
の

国
史
跡
指
定
す
す
め
る

Ｑ　

調
査
の
経
費
は
ど
れ
く
ら

い
か
。

Ａ　

平
成
23
年
度
は
２
４
０
０

　

万
円
。
25
年
度
ま
で
に
８
０

　

０
０
万
円
に
な
る
。
保
存
処

理
費
用
は
含
め
て
い
な
い
。

Ｑ　

保
存
処
理
費
用
の
要
求
が

あ
る
の
か
。

Ａ　

３
０
０
０
万
円
ほ
ど
に
な

り
町
の
支
援
が
な
い
と
、
保

存
で
き
な
い
。

１
月
１２
日 

現
地
調
査
会

新
駅
及
び
自
由
通
路

　

１
月
現
在
で
基
礎
桁け

た
は
り梁
工

事
・
下
り
線
移
設
工
事
が
完
了

し
、
鉄
骨
工
事
の
屋
根
部
分
を

建
設
中
。
今
後
、
屋
根
工
事
は

７
月
ご
ろ
ま
で
。
そ
の
後
、
内

装
工
事
に
入
る
。
完
成
予
定
は

平
成
24
年
３
月
。

　

工
事
費
は
、
駅
舎
が
約
40
億

円
に
な
る
見
込
み
、
周
辺
整
備

は
約
10
億
円
。

幸
田
駅
前
区
画
整
理

　

約
52
億
円
の
公
共
施
行
で
、

80
件
の
移
転
計
画
。
現
在
ま
で

約
半
数
が
移
転
。
駅
前
か
ら
の

道
路
拡
張
計
画
は
、
郵
便
局
ま

で
幅
員
20
ｍ
、
国
道
２
４
８
号

ま
で
18
ｍ
の
予
定
。

委員会レポート

3歳未満児の
保育希望が増加 文教福祉

総合開発　　　
特別委員会

建
設
中
の

　

新
駅
な
ど
視
察



夏には設置の北部中学校

中央小学校通学路（グリーンベルト）

16平成23年4月26日17 平成23年4月26日

　

夏
場
の
教
室
は
耐
え
難
い
暑

さ
に
な
っ
て
い
る
。
全
小
・
中

学
校
の
教
室
に
扇
風
機
の
設
置

を
。

　

通
学
路
は
、
子
ど
も
た
ち
の

登
下
校
時
に
お
け
る
交
通
安
全

を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

通
学
路
の
交
通
安
全
対
策
を
。

　

交
通
安
全
面
の
確
保
に
努
め
、

同
時
に
、
防
犯
面
も
配
慮
し
て

い
き
た
い
。

　

荻
谷
、
幸
田
、
中
央
各
小
学

校
の
通
学
路
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
を
設
置
し
た
。
今
後
、
町
内

全
学
区
に
設
置
し
て
い
く
。

平
成
１９
年
６
月
定
例
会

丸
山
千
代
子
議
員

全
小
・
中
学
校
の
教
室

に
扇
風
機
設
置
を

　

多
額
の
経
費
を
要
し
、
全

教
室
で
約
２
５
０
０
万
円
か
ら

３
０
０
０
万
円
を
要
す
る
こ
と

か
ら
検
討
す
る
。

　

平
成
23
年
当
初
予
算
に
５
０

０
万
円
計
上
さ
れ
、
良
好
な
学

習
環
境
整
備
目
的
に
、
中
学
校

49
の
普
通
教
室
に
扇
風
機
を
設

置
す
る
。

　

小
学
校
は
次
年
度
以
降
に
設

置
す
る
予
定
。

平
成
１９
年
９
月
定
例
会

池
田
久
男
議
員

通
学
路
の

　

安
全
対
策
は



子
宮
頚
が
ん
な
ど

ワ
ク
チ
ン
接
種
無
料
実
施

1歳6か月児健診
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第
１
回
臨
時
会
が
平
成
23
年

１
月
19
日
に
開
か
れ
た
。

　
「
子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
・

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
」
接
種
事
業
の

補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

　

予
算
額
は
、
国
と
町
が
各
２

分
の
１
負
担
で
総
額
２
５
０
０

万
円
。
接
種
者
の
自
己
負
担
な

し
。
任
意
接
種
で
見
込
み
人
員

は
３
ワ
ク
チ
ン
合
計
で
２
０
６

０
人
と
試
算
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
一
般
会
計
は
、

補
正
後
で
、
１
２
８
億
８
０
７

９
万
円
と
な
っ
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

３
月
２
日
の
定
例
会
開
会
日

に
全
国
自
治
功
労
者
表
彰
と
町

長
感
謝
状
の
贈
呈
が
さ
れ
、
大

須
賀
町
長
か
ら
敬
意
と
感
謝
の

コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
議
員
在
職
15
年
以
上

の
功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

平
成
22
年
４
月
発
行
の
「
議

会
だ
よ
り
１
３
６
号
」
が
第

25
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

全
国
の
町
村
で
広
報
紙
を

発
行
し
て
い
る
の
は
７
８
７

自
治
体
で
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
は

２
０
４
点
で
し
た
。

　

最
優
秀
賞
は
、
宮
城
県
七
ヶ
浜
町
議

会
。
東
海
３
県
で
は
、
岐
阜
県
安
八
町

と
本
町
が
奨
励
賞
を
受
賞
。

　

努
力
が
評
価
さ
れ
、
広
報
委
員
・
議

会
事
務
局
お
よ
び
関
係
者
の
励
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

内
田
等
議
員
に

自
治
功
労
者
表
彰

臨
時
会

県 議　会
最 優 秀 賞 宮　城 七 ヶ 浜 町
特別優秀賞 宮　城 利 府 町
優　秀　賞 岩　手 金 ケ 崎 町

〃 岩　手 岩 泉 町
優　良　賞 岩　手 紫 波 町

〃 山　形 川 西 町
〃 群　馬 吉 岡 町
〃 山　梨 昭 和 町
〃 石　川 志 賀 町
〃 高　知 越 知 町

奨　励　賞 岩　手 雫 石 町
〃 宮　城 富 谷 町
〃 宮　城 美 里 町
〃 宮　城 大 和 町
〃 福　島 南 会 津 町
〃 石　川 津 幡 町
〃 石　川 内 灘 町
〃 岐　阜 安 八 町

〃 愛　知 幸 田 町

〃 広　島 坂 町
表紙フォトグランプリ賞 静　岡 清 水 町

全国町村議会広報コンクール入選作



今後広めたい「ソフトブーメラン」
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今
回
の
「
住
民
の
声
を
聞
く
パ
ー
ト
４
」
は
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

の
指
導
に
情
熱
を
燃
や
す
体
育
指
導
委
員
の
定
例
会
に
お
じ
ゃ
ま
を

し
て
日
ご
ろ
の
活
動
や
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

      

今
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
は

 

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー

 

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

 

・
ペ
タ
ン
ク

 

・
ブ
ー
メ
ラ
ン

 

・
単
純
に
み
え
る
ブ
ー
メ
ラ
ン
の
面
白
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

安
全
で
安
価
で
楽
し
め
る
紙
ブ
ー
メ
ラ
ン
は
、
飛
行
の
原
理
を
知

り
、
簡
単
な
微
調
整
で
工
夫
を
し
な
が
ら
飛
ば
す
技
術
も
楽
し
ん

で
ほ
し
い
。

　

体
育
指
導
委
員
は
、
各
学
区
か
ら

男
性
２
人
、
女
性
１
人
の
18
人
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

行
事
の
ほ
と
ん
ど
を
手
弁
当
で

動
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち

が
楽
し
み
な
が
ら
活
動
を
す
る
こ
と

が
、
委
員
会
の
組
織
を
長
く
活
性
で

き
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
こ
の
体
育
指
導
委
員
会

の
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
体
指
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
し
て
い
ま
す
。
ご

愛
読
と
ご
訪
問
を
お
願
い
し
ま
す
。

室内競技用公認ブーメラ
ンは、競技としては、い
かに投げた地点の近く
に戻すかを競う種目や
キャッチするまでのタ
イムを競う種目がありま
す。

大
久
保
委
員
長
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

      

今
後
広
め
た
い
ス
ポ
ー
ツ
は

 

・
ソ
フ
ト
ブ
ー
メ
ラ
ン

 
・
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ

 
・
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢

 

・
町
内
中
学
校
の
部
活
の
強
化

　
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

 

・
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
気
軽
に
楽
し
ん
で
、
で
き

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
考
え
て
い

ま
す
。

毎月行われる熱の入った定例会のようす

ソフトブーメラン



住民の　　　　を聞く 

もっと身近な議会に 

住民の　　　　を聞く 

パート 4
声 

全国レベルに成長した「ユニバーサルホッケー」

18平成23年4月26日19 平成23年4月26日

      

今
ま
で
の
活
動
で
一
番
う
れ
し
か
っ
た
こ
と

 

・
町
民
の
み
な
さ
ん
が
体
育
行
事
の
進
行
中
や
終
了
時
に
「
ご
く
ろ

　

う
さ
ま
」「
お
疲
れ
さ
ま
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
と
き
。

 

・
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
を
し
て
い
て
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
た
と
き
。

 

・
多
く
の
人
と
の
出
会
い
と
参
加
し
た
み
な
さ
ん
の
笑
顔
を
見
た
と

き
。

 

・
２
月
に
東
海
四
県
の
研
究
発
表
会
で
体
育
指
導
委
員
の
活
動
の
発

表
を
大
勢
の
み
な
さ
ん
に
聞
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と
。
 

・
す
ば
ら
し
い
仲
間
た
ち
と
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
仕
事
が
で
き
る

こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。

      

今
ま
で
の
活
動
で
一
番
つ
ら
か
っ
た
こ
と

 

・
特
に
な
い
で
す
。

 

・
新
春
駅
伝
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
に
子
ど
も
と
一
緒
に

参
加
で
き
な
い
こ
と
。

 

・
子
ど
も
が
小
さ
い
と
き
に
夜
の
会
議
や
早
朝
の
行
事
の
と
き
、
少

し
つ
ら
い
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

      

議
会
広
報
、
議
員
に
望
む
こ
と
は

 

・
子
ど
も
た
ち
と
大
人
と
一
緒
に
な
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
環
境
を
整
え
る
施
策
を
す
す
め
て
ほ
し
い
。

 

・「
健
康
の
町
・
幸
田
町
」
を
宣
言
し
て
い
ま
す
が
、
町

民
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
ら
れ
る
活
動
や
Ｐ
Ｒ
を
推

し
す
す
め
て
ほ
し
い
。

 

・
将
来
的
に
総
合
的
な
体
育
館
、
グ
ラ
ン
ド
な
ど
の
施
設

の
建
設
を
考
え
て
ほ
し
い
。

 

・
町
民
目
線
で
も
っ
と
も
っ
と
町
民
の
声
に
耳
を
か
た
む

け
て
く
だ
さ
い
。

体育指導委員のみなさん（敬称略）

筒　井　かつ代（坂崎）

清　水　圭　司（幸田）

岩　渕　初　子（荻谷）

桐　戸　ゆかり（深溝）

齋　藤　茂　晴（坂崎）

竹　下　清　孝（中央）

平　岩　政　昭（荻谷）

天　野　福　三（豊坂）

中　村　祐　治（坂崎）

神　谷　昌　美（中央）

浦　山　岩　夫（荻谷）

近　藤　静　香（豊坂）

羽根渕　恵　子（幸田）

山　 　多恵子（中央）

杉　本　裕　昭（深溝）

山　本　秋　夫（豊坂）

体育指導委員長　大久保　勝　彦（深溝） 副委員長　小　崎　泰　弘（幸田）
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た
く
さ
ん
の
緑
を
守
り
た
い

ぼ
く
た
ち
の
町
、
幸
田
の
環
境

幸
田
小
学
校
6
年

長は

せ谷
川が

わ
ま
さ
み
つ

雅
光
く
ん

中
央
小
学
校
6
年

山や
ま
も
と本

こ
と
み
さ
ん

絵：牧野次男さん（芦谷）

20平成23年4月26日

く
は
、
一
年
生
か
ら
五

年
生
ま
で
中
国
に
住
ん

で
い
ま
し
た
。
幸
田
町
に
来
て

お
ど
ろ
い
た
こ
と
が
三
つ
あ
り

ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
町
が
、
す
ご
く

整
備
さ
れ
て
い
て
、
き
れ
い
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
二
つ
目
は

環
境
に
対
す
る
町
の
人
た
ち
の

姿
勢
で
す
。
幸
田
は
、
と
て
も

て
い
ね
い
で
す
。
三
つ
目
は
、

自
然
で
す
。
ぼ
く
が
住
ん
で
い

た
天
津
は
大
都
市
で
し
た
の
で
、

遠
く
ま
で
行
か
な
い
と
自
然
に

ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が

幸
田
町
に
は
、
手
に
と
ど
く
自

然
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
ぼ
く
は
、
そ
ん
な
幸

田
町
が
大
好
き
で
す
。
町
の
人

も
す
て
き
な
町
に
し
た
い
と
思

う
人
ば
か
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ぼ
く
が
大
人
に

の
住
む
幸
田
町
に
は
、

た
く
さ
ん
の
緑
が
あ
り

ま
す
。
特
に
私
が
気
に
入
っ
て

い
る
場
所
は
、
家
の
前
の
田
ん

ぼ
で
す
。
で
も
最
近
、
そ
の
田

ん
ぼ
を
う
め
る
工
事
が
始
ま
り
、

と
て
も
悲
し
い
で
す
。
私
に
は

も
う
一
つ
お
気
に
入
り
の
場
所

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
秋
葉

神
社
で
す
。
秋
葉
神
社
は
、
夏

は
セ
ミ
の
声
が
聞
け
て
、
冬
は
、

と
て
も
静
か
で
す
。
私
の
家
の

前
の
田
ん
ぼ
が
、
す
べ
て
う
め

ら
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
秋
葉
神

社
は
絶
対
に
な
く
な
っ
て
ほ
し

く
な
い
で
す
。
き
っ
と
、
み
な

さ
ん
に
も
、
た
く
さ
ん
の
緑
が

あ
る
お
気
に
入
り
の
場
所
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
お
気
に

入
り
の
場
所
を
守
り
た
い
と
思

う
人
が
増
え
て
、
い
つ
ま
で
も

緑
あ
ふ
れ
る
幸
田
町
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

この広報紙は地球にやさしい
再生紙を使用しています。

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
編
集
委
員
で
の
発

行
は
本
号
で
最
後
と
な
り
ま

す
が
、
今
後
と
も
ご
愛
読
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
水
野
千
代
子
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委

員

長　

夏
目　

一
成

　

副
委
員
長　

水
野
千
代
子

　

委　
　

員　

丸
山
千
代
子

　
　

〃
　
　

足
立　

嘉
之

　
　

〃
　
　

池
田　

久
男

　
　

〃
　
　

大
嶽　
　

弘

　
　

〃
　
　

酒
向　

弘
康

発
行
責
任
者

　

議　
　

長　

鈴
木
三
津
男

6月定例会、本会議の予定です。

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
は
、
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
犠

牲
者
の
ご
冥
福
と
、
被
災
さ

れ
た
み
な
さ
ま
に
心
か
ら
の

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
ば

か
り
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
１
３
６
号

が
、
町
村
議
会
広
報
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
で
奨
励
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
表
紙
の
写
真
は
、

去
る
、
２
月
16
日
に
急
逝
さ

れ
ま
し
た
議
会
事
務
局
主
幹

故
鈴
木
政
彦
氏
撮
影
の
も
の

で
、
最
後
に
受
賞
の
報
告
が

で
き
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お

●会期の日程

6月 7日（火）　開会、議案の説明

9日（木）　一般質問

10日（金）　　　〃

14日（火）　議案の質疑

23日（木）　討論、採決、閉会

●場　所　　役場5階　議場

●時　間　　午前9時から

　◎詳しくは議会事務局へ

　　　63－5151（直通）

な
っ
た
ら
、
環
境
を
大
事
に
し

て
、
少
し
で
も
人
の
役
に
立
て

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

ぼ私


